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【発行日】平成26年12月11日(2014.12.11)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子と、
　前記撮像素子が出力する画像信号のブラックバランスを調整するための補正値を、前記
撮像素子の出力する画像信号に基づく評価値と予め定めた黒の基準値とに基づいて算出す
る算出手段と、
　前記撮像素子への入射光量を減少させる減光部材を制御し、当該減光部材による入射光
量の減光率を制御する制御手段と、を有する撮像装置であって、
　前記算出手段は、前記減光率が最大でない状態で前記撮像素子から出力される画像信号
に基づく輝度値が予め定められた閾値以下である場合に、前記補正値の算出を行うことを
特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記減光部材が光学フィルタを含み、
　前記算出手段は、前記光学フィルタが光路から退避された状態で前記撮像素子から出力
される画像信号に基づく輝度値が前記予め定められた閾値以下である場合に、前記補正値
の算出を行うことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記減光部材が絞りを含み、
　前記算出手段は、前記絞りが特定の状態で前記撮像素子から出力される画像信号に基づ
く輝度値が前記予め定められた閾値以下である場合に、前記補正値の算出を行うことを特
徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記減光部材が光学フィルタ及び絞りを含み、
　前記制御手段は、少なくとも前記光学フィルタを光路から退避させた状態か、前記絞り
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が特定の状態で前記撮像素子から出力される画像信号に基づく輝度値が前記予め定められ
た閾値以下である場合に、前記補正値の算出を行うことを特徴とする請求項１記載の撮像
装置。
【請求項５】
　前記特定の状態が、開放の状態であることを特徴とする請求項３または４に記載の撮像
装置。
【請求項６】
　さらに、前記撮像素子への入射光の遮断・非遮断を前記制御手段により制御可能な遮光
手段を有し、
　前記算出手段は、前記遮光手段を遮光状態とし、前記減光部材による入射光量の減光率
が最大でない状態で前記撮像素子から出力される画像信号に基づく輝度値が前記予め定め
られた閾値以下である場合に、前記補正値の算出を行うことを特徴とする請求項１乃至請
求項４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　撮像素子と、
　前記撮像素子が出力する画像信号のブラックバランスを調整するための補正値を、前記
撮像素子の出力する画像信号に基づく評価値と予め定めた黒の基準値とに基づいて算出す
る算出手段と、
　前記撮像素子への入射光量を減少させる減光部材を制御し、当該減光部材による入射光
量の減光率を制御する制御手段と、を有する撮像装置の制御方法であって、
　前記制御手段が、前記減光部材を、前記減光率が最大でない状態に制御する工程と、
　前記制御手段が、前記減光部材を前記減光率が最大でない状態に制御した状態で前記撮
像素子から出力される画像信号に基づく輝度値が予め定められた閾値以下か否かを判定す
る工程と、
　前記算出手段が、前記輝度値が前記予め定められた閾値以下であると判定された場合に
、前記補正値の算出を行う工程と、を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上述の目的は、撮像素子と、撮像素子が出力する画像信号のブラックバランスを調整す
るための補正値を、撮像素子の出力する画像信号に基づく評価値と予め定めた黒の基準値
とに基づいて算出する算出手段と、撮像素子への入射光量を減少させる減光部材を制御し
、当該減光部材による入射光量の減光率を制御する制御手段と、を有する撮像装置であっ
て、算出手段は、前記減光率が最大でない状態で撮像素子から出力される画像信号に基づ
く輝度値が予め定められた閾値以下である場合に、前記補正値の算出を行うことを特徴と
する撮像装置によって達成される。
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